　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人　日本動物学会　定款および会費規程改正　新旧表
Ｈ31／3／6
【定款改正の方向性】
· 「研究助成事業」を事業活動へ追加
茗原眞路子先生ご遺族からの寄附を受け、研究助成事業を今期より、開始することになっていた。しかし、２月６日内閣府立ち入り検査で本会の事業活動には「助成事業」がないため、「認定変更」申請を行い、新たな事業である「研究助成事業」を定款に追加する必要があることが判明した。

· 理事報告は法人法９１条２項　但し書きの追記に関して
前項各号に掲げる理事は、三箇月に一回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。ただし、定款で毎事業年度に四箇月を超える間隔で二回以上その報告をしなければならない旨を定めた場合は、その限りではない。現定款では、三か月に一度の報告義務を負っているが、但し書きを定款に追記することで、理事報告は、年二回とし、12月（web会議）6月理事会で報告を行う。理事会は、毎年8月末（web会議事業報告、決算報告承認）9月（大会前日）12月(web 会議理事報告)6月（学会賞等決定審議、理事報告）

となる。
	新定款（案）
	旧定款

	（目　　的）

第4条　この法人は、動物学に関する研究についての発表、知識の交換、情報の提供等の事業を行い、動物学に関する研究の進歩と普及を図り、もって学術の発展と科学・技術の振興に寄与するとともに、動物学の推進、動物学教育の推進、社会との連携の推進、動物学研究の助成、国際協力の推進を図り人類福祉の向上に資することを目的とする。
（事　　業）

第5条　この法人は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

（1）　年次大会、支部例会、及び講演会等の学術的会合による動物学研究の推進事業

（2）　学会誌および学術図書、その他の学術資料の刊行による動物学研究の普及事業

（3）　国内外関連学会等との連携および協力ならびに社会連携の推進事業

（4）　研究の奨励および研究業績の表彰による学術の発展と科学・技術の振興事業

（5）　動物学に関連する教育および知識の普及活動等の表彰等による社会教育の推進事業
（6）　動物学に関連する研究助成事業

（7）　動物学に関連する国際協力の推進事業

（8）　その他この法人の目的を達成するために必要な事業

2　前項第1号、第2号、第4号、第5号および第6号の事業は本邦、同項第3号、第7号および第8号は本邦および海外において行うものとする。

（理事の職務及び権限） 

 第 24 条 理事は，理事会を構成し，法令及びこの定款に定めるところにより，職務を執行する。 

2 会長は，代表理事として法令及びこの定款で定めるところにより，この法人を代表し，その業務を執行し、理事は，業務執行理事として理事会において別に定めるところにより，この法人の業務を分担執行する。
３ 理事長及び理事は、事業年度毎に４ヶ月を超える間隔で２回以上、自己の職務

の執行の状況を理事会に報告しなければならない。
	（目　　的）

第4条　この法人は、動物学に関する研究についての発表、知識の交換、情報の提供等の事業を行い、動物学に関する研究の進歩と普及を図り、もって学術の発展と科学・技術の振興に寄与するとともに、動物学の推進、動物学教育の推進、社会との連携の推進、国際協力の推進を図り人類福祉の向上に資することを目的とする。
（事　　業）

第5条　この法人は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

（1）　年次大会、支部例会、及び講演会等の学術的会合による動物学研究の推進事業

（2）　学会誌および学術図書、その他の学術資料の刊行による動物学研究の普及事業

（3）　国内外関連学会等との連携および協力ならびに社会連携の推進事業

（4）　研究の奨励および研究業績の表彰による学術の発展と科学・技術の振興事業

（5）　動物学に関連する教育および知識の普及活動等の表彰等による社会教育の推進事業

（6）　動物学に関連する国際協力の推進事業

（7）　その他この法人の目的を達成するために必要な事業

2　前項第1号、第2号および第4号、第5号の事業は本邦、同項第3号および第6号、第7号は
本邦および海外において行うものとする
（理事の職務及び権限） 
第 24 条 理事は，理事会を構成し，法令及びこの定款に定めるところにより，職務を執行する。
2 会長は，代表理事として法令及びこの定款で定めるところにより，この法人を代表し，その業務を執行し、理事は，業務執行理事として理事会において別に定めるところにより，この法人の業務を分担執行する。


· 会費規程修正について
本会定款と会費規程ではその「改廃」に関し、齟齬が起きているため、会費規程を修正する必要がある。会費規程の修正は「総会決議」となる。
定款
　（入会金及び会費）

 第9条　会員はこの法人の活動に必要な経費に充てるために、社員総会において定める会費規程に基づき入会金および会費（以下「会費等」という。）を支払わなければならない
会費規程
（改廃）

 第5条　本規程の改廃は公益社団法人日本動物学会理事会が行う。
	　　　　　　　　　　　　　　　　新会費規程　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧会費規程

	　第5条　本規程の改廃は公益社団法人　日本動物学会社員総会で行う
	　第5条　本規程の改廃は公益社団法人日本動物学会理事会が行う



